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油
谷
純
子
氏
（
大
阪
国
際

大
学
短
期
大
学
部
教
授
）
が

「
接
遇
マ
ナ
ー
研
修
会
～
歯

科
ス
タ
ッ
フ
の
た
め
の
～
」

と
題
し
て
、
歯
科
医
院
で
求

め
ら
れ
る
接
遇
マ
ナ
ー
に
つ

い
て
解
説
し
た
。

　

同
氏
は
「
プ
ロ
と
ア
マ
チ

ュ
ア
の
違
い
は
知
識
と
技
術

の
差
。
最
近
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
、
患
者

さ
ん
も
知
識
を
持
っ
て
い
る

知
識
を
深
め
た
。

　

歯
科
助
手
編
で
は
「
ア
シ

ス
タ
ン
ト
の
た
め
の
歯
科
保

険
診
療
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を

用
い
て
、
冨
本
昌
之
氏
（
港

区
開
業
）
が
口
腔
内
各
部
の

の
で
、
２
週
間
に
１
度
は
情

報
収
集
に
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
」「
患
者
さ
ん
が
最
初
に

医
療
機
関
を
選
ぶ
条
件
は
マ

ナ
ー
が
ほ
と
ん
ど
。
信
頼
さ

れ
る
医
療
機
関
＝
選
ば
れ
る

医
療
機
関
で
あ
る
」
と
述
べ

た
。

　

講
義
で
は
発
音
練
習
に
加

え
、
敬
語
だ
け
で
な
く
『
ク

ッ
シ
ョ
ン
言
葉
』
を
使
え
ば

好
感
を
も
た
れ
る
話
し
方
に

な
る
な
ど
、
日
常
的
の
注
意

点
と
「
初
診
の
患
者
か
ら
電

話
が
か
か
っ
て
来
た
場
合
」

「
会
合
の
日
程
変
更
な
ど
の

電
話
が
か
か
っ
て
き
た
場

合
」
を
想
定
し
た
実
習
も
交

え
た
内
容
で
、
具
体
的
に
イ

メ
ー
ジ
し
や
す
く
分
か
り
や

す
か
っ
た
と
好
評
だ
っ
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
歯
科
衛
生

士
編
・
歯
科
助
手
編
に
そ
れ

ぞ
れ
分
か
れ
て
、
専
門
的
な

知
識
や
歯
科
保
険
治
療
の
流

れ
や
概
要
を
説
明
し
た
。

　

特
に
小
児
に
多
い
指
し
ゃ

ぶ
り
に
よ
る
歯
列
不
正
な
ど

の
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
を
用
い

た
の
で
、
参
加
者
か
ら
は

「
詳
し
く
理
解
で
き
た
」
と

の
感
想
が
あ
っ
た
。

　

歯
科
衛
生
士
編
で
は
、
実

際
の
ケ
ー
ス
プ
レ
症
例
を
交

え
な
が
ら
、
口
腔
ケ
ア
の
重

要
性
に
つ
い
て
解
説
し
た

後
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
の

　

07
年
２
月
に
警
察
庁
か
ら

都
道
府
県
に
出
さ
れ
た
駐
車

禁
止
除
外
措
置
と
駐
車
許
可

の
取
り
扱
い
に
関
す
る
見
直

し
は
、
①
駐
車
禁
止
除
外
車

標
章
が
「
医
師
の
緊
急
往

診
」
に
限
定
②
駐
車
日
時
や

場
所
を
限
定
し
た
「
警
察
署

長
の
許
可
証
」
は
１
０
０
㍍

以
内
に
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ

が
あ
る
場
合
は
許
可
し
な
い

―
―

な
ど
と
さ
れ
た
。

　

大
阪
の
場
合
は
さ
ら
に
厳

し
く
、「
警
察
署
長
の
許
可

証
」
は
３
０
０
㍍
以
内
に
コ

イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
（
い
つ
も

満
車
で
あ
る
こ
と
は
考
慮
さ

れ
な
い
）
等
あ
る
場
合
は
許

可
し
な
い
な
ど
と
さ
れ
て
お

り
、
大
阪
市
内
の
あ
る
区
で

は
「
許
可
証
」
さ
え
発
行
さ

れ
な
い
の
が
現
状
。
ま
た
、

「
車
両
の
こ
と
が
心
配
で
注

意
力
が
散
漫
に
な
っ
て
し
ま

う
」
と
医
療
事
故
を
起
こ
し

か
ね
な
い
と
の
歯
科
医
師
の

声
を
紹
介
し
た
。

　

柳
本
議
員
は
、「
実
際
に

ど
れ
だ
け
の
駐
車
禁
止
摘
発

例
が
あ
る
の
か
な
ど
、
現
状

を
踏
ま
え
て
、
警
察
庁
や
公

安
委
員
会
に
働
き
掛
け
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

訪
問
診
療
車
両
に
対
す
る

要
望
で
は
、
す
で
に
日
本
医

師
会
が
同
議
員
や
国
家
公
安

委
員
会
へ
要
望
書
を
提
出
し

て
い
る
。

　

す
で
に
、
小
池
晃
参
院
議

員
（
共
）
は
５
月
20
日
の
厚

生
労
働
委
員
会
で
取
り
上

げ
、
舛
添
要
一
大
臣
は
「
在

宅
を
推
進
し
て
い
る
わ
け
で

す
か
ら
、
国
全
体
の
方
針
か

ら
し
て
も
、
私
の
方
か
ら
も

国
家
公
安
委
員
長
に
対
し
て

き
ち
ん
と
対
処
す
る
よ
う
に

申
入
れ
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
し
、
各
都
道
府
県
の
福

祉
、
医
療
担
当
部
門
の
担
当

者
が
県
警
本
部
と
き
ち
ん
と

議
論
を
す
る
よ
う
に
、
柔
軟

な
運
営
が
図
ら
れ
、
国
民
が

不
便
を
来
さ
な
い
よ
う
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
答
弁

を
し
て
い
る
。

　

協
会
は
こ
れ
ま
で
に
、
駐

車
禁
止
除
外
車
標
章
を
個
人

　

「
橋
下
知
事
が
出
て
来

い
」―

―

。
住
民
に
多
大
な

負
担
を
強
い
る
府
の
「
財
政

再
建
プ
ロ
グ
ラ
ム
試
案
」
の

撤
回
を
求
め
て
、
府
民
要
求

連
絡
会
が
呼
び
か
け
た
共
同

署
名
提
出
行
動
が
５
月
29
日

に
行
わ
れ
、
11
団
体
約
40
人

が
府
庁
に
集
結
し
た
。

　

府
側
は
、
知
事
は
「
多

忙
」
と
し
た
う
え
で
、「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
作
業

で
部
屋
が
空
い
て
い
な
い
」

こ
と
を
理
由
に
、
玄
関
で
の

応
対
と
な
っ
た
。
庁
舎
内
に

入
れ
さ
せ
な
い
と
い
う
府
の

異
常
な
応
対
ぶ
り
に
、
参
加

者
か
ら
「
な
ん
で
中
に
入
れ

へ
ん
の
」「
知
事
が
出
て
こ

な
い
と
ダ
メ
」
と
怒
り
の
声

が
飛
ん
だ
。

　

協
会
は
、
４
医
療
費
助
成

　

八
尾
社
会
保
障
推
進
協
議

会
は
５
月
31
日
、
第
11
回
総

会
を
開
き
、
２
０
０
８
年
度

の
予
算
案
と
活
動
方
針
な
ど

を
承
認
し
た
。
50
人
が
参
加

し
た
。

　

伊
津
進
弘
会
長
は
「
人
権

を
無
視
し
た
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
へ
の
反
対
運
動
が
起

き
て
い
る
。
八
尾
社
保
協
は

人
間
本
位
の
住
み
よ
い
町
に

し
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し

た
。

　

大
阪
社
保
協
の
寺
内
事
務

局
長
は
、
野
党
が
同
制
度
の

廃
止
法
案
を
提
出
し
た
こ
と

な
ど
に
触
れ
、
運
動
が
政
治

を
変
え
る
と
こ
ろ
ま
で
来
て

い
る
と
指
摘
。
旺
盛
な
社
会

保
障
運
動
を
呼
び
か
け
た
。

【
面
談
議
員
】

　

柳
本
卓
治
（
衆
・
自

民
）、
長
安
豊
（
衆
・
民

主
）、
吉
井
英
勝
・
石
井
郁

子
（
衆
・
共
産
）

【
秘
書
対
応
】

　

（
衆
・
自
民
）
井
脇
ノ
ブ

子
・
大
塚
高
司
・
岡
下
信
子

・
北
川
知
克
・
竹
本
直
一
・

谷
畑
孝
・
中
馬
弘
毅
・
と
か

し
き
な
お
み
・
中
山
太
郎
・

中
山
泰
秀
・
西
野
あ
き
ら
・

原
田
憲
治
・
松
浪
健
四
郎
・

松
浪
健
太
・
矢
野
隆
司
、

（
参
）
北
川
イ
ッ
セ
イ
・
谷

川
秀
善

（
衆
・
公
明
）
池
坊
保
子
・

佐
藤
茂
樹
・
谷
口
隆
義
・
田

端
正
広
・
福
島
豊
、（
参
）

白
浜
一
良
・
山
下
栄
一
・
山

本
香
苗

（
衆
・
民
主
）
平
野
博
文
・

藤
村
修
、（
参
）
尾
立
源
幸

・
高
嶋
良
充
・
松
岡
徹

（
衆
・
社
民
）
辻
元
清
美

（
参
・
共
産
）
山
下
芳
生

【
面
談
拒
否
】

川
条
志
嘉
（
衆
・
自
民
）・

北
側
一
雄
（
衆
・
公
明
）

　

「
お
年
寄
り
に
は
よ
死
ね

と
い
う
よ
う
な
理
不
尽
な
こ

の
制
度
は
、
直
ち
に
廃
止
す

べ
き
」―

―
。

　

国
会
で
、
野
党
４
党
に
よ

る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
廃

止
法
案
の
趣
旨
説
明
が
行
わ

れ
た
５
月
29
日
、
医
科
・
歯

科
・
協
同
組
合
の
３
団
体
は

合
同
で
、
同
制
度
の
廃
止
を

求
め
て
、
な
ん
ば
駅
前
で
街

頭
宣
伝
を
し
た
。

　

役
員
・
事
務
局
ら
30
人
が

参
加
し
、「
お
年
寄
り
か
ら

歯
科
医
療
や
接
遇
学
ぶ

「
マ
ナ
ー
で
信
頼
さ
れ
る
医
院
に
」

真剣なまなざしで実習する参加者＝１日、保険医会館

訪問診療車両

駐
禁
除
外
求
め
要
請

柳
本
議
員（
民自
）が
公
安
委
な
ど
に
働
き
掛
け

　

２
０
０
６
年
の
道
路
交
通
法
改
正
で
駐
車
違
反
の
取
り
締

ま
り
が
強
ま
り
訪
問
診
療
に
大
き
な
支
障
が
生
じ
て
い
る
問

題
で
協
会
は
５
日
、
柳
本
卓
治
衆
院
議
員
（
自
民
・
交
通
安

全
対
策
特
別
委
員
長
）へ
、
訪
問
診
療
の
車
両
を「
駐
車
禁
止

除
外
車
標
章
」
対
象
に
な
る
よ
う
警
察
庁
・
公
安
委
員
会
へ

働
き
掛
け
、都
道
府
県
警
察
に
改
善
さ
せ
る
よ
う
要
請
し
た
。

社
会
保
障
拡
充
へ

さ
ら
な
る
運
動
を

八
尾
社
保
協
総
会

府
の
対
応
に
参
加
者
怒
る

府
財
プ
ロ
撤
回
行
動

後
期
高
齢
者
医
療

廃
止
を
求
め
街
宣

医
科
・
歯
科
・
組
合

５
日
国
会
行
動
の

要
請
先�

（
敬
称
略
）

　保団連医療研究集会の一環として、
会員１割を無作為抽出して「開業医の
病診連携に関する実態調査票」を４月
中旬に送付しました。
　これまでに対象者の３割の方から回
答をいただいていますが、目標回収が
５割となっております。回答期限が６
月末となっております。未回答の先生
はご協力お願いいたします。
　お問い合わせは協会総務まで
� （06－6568－7731）

「病診連携実態調査」
ご協力のお願い

交
付
す
る
よ
う
大
阪
府
警
や

公
安
委
員
会
、
大
阪
府
議
会

へ
働
き
掛
け
て
い
る
。

相
互
実
習
に
取
り
組
ん
だ
。

相
手
を
実
際
の
患
者
と
み
な

し
た
実
践
的
な
内
容
は
、
他

院
の
衛
生
士
の
指
導
内
容
も

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
い
機

会
に
な
っ
た
。

　

参
加
者
は
「
自
分
達
の
指

導
で
患
者
の
歯
肉
を
改
善
で

き
る
。
も
っ
と
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た

い
」「
ス
ケ
ー
ラ
ー
の
使
い

方
も
習
い
た
い
」
と
意
欲
に

あ
ふ
れ
て
い
た
。

の
削
減
撤
回
を
求
め
る
院
長

署
名
４
１
５
筆
を
提
出
し

た
。
各
団
体
は
ほ
か
に
、
35

人
学
級
の
廃
止
撤
回
や
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
交
響
楽
団
の
補
助

継
続
な
ど
、
署
名
計
２
万
８

０
０
０
筆
を
届
け
た
。
府
の

担
当
者
は
、
署
名
を
受
け
取

っ
た
も
の
の
、
府
民
の
願
い

が
込
め
ら
れ
た
署
名
用
紙
を

床
に
置
い
て
い
た
。

保
険
料
を
無
理
や
り
年
金
天

引
き
し
、
差
別
医
療
に
追
い

込
む
よ
う
な
制
度
は
廃
止
し

か
な
い
」
と
訴
え
た
。

　

署
名
に
協
力
し
た
若
者
は

「
祖
父
が
入
る
こ
と
に
な
っ

た
保
険
が
、
ど
れ
だ
け
ひ
ど

い
内
容
か
、
よ
く
分
か
っ

た
」
と
話
し
た
。

　

１
時
間
ほ
ど
の
行
動
で
67

筆
の
署
名
が
集
ま
っ
た
。

　

協
会
の
歯
科
臨
床
・
学
術
学
会
部
は
１
日
、
保
険
医
会
館
と
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
新
人
ス
タ
ッ

フ
総
合
講
座
を
開
き
、
歯
科
衛
生
士
、
歯
科
助
手
ら
72
人
が
基
礎
的
な
接
遇
マ
ナ
ー
と
歯
科
医

療
に
必
要
な
専
門
性
を
学
ん
だ
。

新人スタッフ
総 合 講 座


